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第２章　調査結果から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本章では、本調査の単純集計結果について、その概要と詳細の結果を整理する。

Ⅰ　調査結果の概要
１　回答者のプロフィールから
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　◆小学生のころ、家事を女性の保護者（母親等）と男性の保護者（父親等）の「両者で協力して行っていた」人は１割台と少数。
◆将来の仕事や生活について家族と話をする人は６割を超え、相手は「女性の保護者」が最も多い。

◆男女共同参画については６割の人が「学んだことがある」。そのうち７割の人が一定の理解。

〇　小学生のころの家族の状況

・　小学生のころ女性の保護者が「働いていた」人は、55.5%であった(女子59.0%、男子54.2%)。

・　小学生のころの「家事の担い手」は、「主として女性の保護者」であった人が７割台（76.8%）に達し(女子80.0%、男子76.8%)、女性の保護者と男性の保護者の「両者で協力して行っていた」人は15.0%と少数であった（女子14.8%、男子16.0%）。

・　小学生のころの「育児の担い手」は、「主として女性の保護者」であった人が53.9%（女子56.4%、男子53.5 %）、「両者で協力して行っていた」人は31.7%であった（女子33.3%、男子31.5%）。

〇　家族との会話の状況

・　将来の仕事や生活について、家族と会話を「よくする」、「ときどきする」人を合わせると66.2%、特に女子は73.1%で、男子（61.7%)より11.4ポイント上回った。

・　「特に話をする相手」は、「女性の保護者」が63.2%で最も高く、特に女子は66.6%で、男子（58.9%）を7.7ポイント上回った。

なお、「男性の保護者」は24.3％で、男子（30.1%）が女子（19.8%）を10.3ポイント上回った。

〇　「男女共同参画」についての学習状況

・　「男女共同参画」については、｢学んだことがある｣と回答した人は62.5%であった（女子69.2%、男子58.0%）。

・　「学んだことがある」人の理解度をみると、「理解できた」、｢ある程度理解できた｣を合わせると、76.3%(女子78.0%、男子73.8%)であった。

２　職業について
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　◆将来つきたい職業については、女子の方が明確である人の割合が高い。
◆職業について最も影響を受けたのは、「テレビ・新聞・インターネットなど」。

◆６割の人が「最初に就職したところに、できるだけ長く勤めたい」。
〇　将来つきたい職業

・　将来つきたい職業が「ある」人は全体で48.0%であった。

男女別では、女子は「ある」が５割を超えて（51.0%）、男子（47.0%）を4.0ポイント上回り、女子の方が希望する職業を明確にしている人の割合が高い状況がみられた。

・　その職業につきたい「理由」としては、「自分のやりたい仕事だから」という、自己実現のために選択する人が53.8%（女子55.2%、男子51.9%）で、「将来性や安定性」、「給料のよさ」など、経済的な側面を基準に職業を選ぼうという人は、それぞれ１割程度であった。

・　将来つきたい職業に「影響を受けた人・影響を受けたこと」は、「テレビ・新聞・インターネットなど」が22.4%で最も高く（女子22.3%、男子22.5%）、「特に影響を受けた人・ことはない」が13.4%（女子11.9%、男子15.3%）、「女性の保護者」が12.9%（女子16.6%、男子8.3%）であった。

・　「将来つきたい職業」の有無と「家族との会話」の関連を確認したところ、会話を「よくする」人で、将来つきたい職業が「ある」人は68.8%だったのに対して、会話を「しない」人では34.6%であり、将来の仕事や生活について家族との会話が多い人の方が将来つきたい職業が明確になっていることがわかる。

・　将来つきたい職業が｢考えているがまだわからない｣、「まだ考えたことはない」ことの「理由」としては、「やりたいことがわからない」が39.1%（女子40.5%、男子37.8%）、「適性がわからない」が32.0%（女子32.5%、男子31.4%）と、自分自身の希望や適性についての理解がまだできていない状況にあることがうかがえる。

〇　転職、離職に関する考え方

・　転職、離職については、「最初に就職したところに、できるだけ長く勤めたい」と61.9%が考えており、特に男子は70.5%と、女子（57.0%）を13.5ポイント上回った。

一方、「よい就職先があればいつ転職してもよい」と14.8％が考えており、こちらも男子（18.7％）が女子（12.0％）を6.7ポイント上回った。

　　「結婚するまでは同じところに勤めたい」は6.1％で、女子（11.1％）が男子（0.8％）を10.3ポイント上回り、「出産する（ﾊﾟｰﾄﾅｰが出産する）までは同じところに勤めたい」は4.7％で、女子（8.3％）が男子（1.0％）を7.3ポイント上回った。

以上から、男子は転職の如何はあるものの職を継続しようと考えるが、女子は結婚、出産を就業の転換期と考える人の割合が高いことがうかがえる。

３　進学・就職について
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　◆「専門分野」として理系を選択したのは、女子で２割、男子で４割。

◆「将来つきたい職業」が「ある」人は、文系で46.2%、理系で57.3%。

◆女子は男子と比べると、希望する職業を目指して進学先を考える割合が高かった。

〇　進学について

・　進路については、81.7%が「進学する」と回答した（女子85.1%、男子82.0%）。そのうち「最終学校」として考えているのは、「大学」が58.5%で最も多かった（女子47.6%、男子71.2%）。

・　進学を予定している人の「専門分野」は、全体では「文系」が54.7%と５割を超え、「理系」が29.7%と約３割であった。「理系」は、男子（41.8%）が女子（19.2%）を大きく上回っていた。

・　「専門分野を選んだ理由」としては、｢興味があること、自分で学びたいことがあるから｣が34.3%（女子32.4%、男子36.3%）と最も多く、自己実現を目指して専門分野を選択している人の割合が高いことがわかった。次いで「自分の希望する職業につながるものだから」が27.4%と（女子29.4%、男子25.0%）、希望する職業を目指して進学先を考える傾向も見受けられ、女子の方がその傾向が強かった。

・　専門分野の選択と「将来つきたい職業」の有無との関連を確認すると、｢文系｣では、「将来つきたい職業」が「ある」人が46.2%であったのに対し、「理系」を選択する人では57.3%と文系を11.1ポイント上回った。「理系」は、希望する職業を見据えて進路を選択している傾向のあらわれとも言える。

〇　就職について

・　進路について、「就職する」、「働きながら進学する」と回答したのは、9.1%であった（女子7.7%、男子11.0%）。

・　「就職する」、「働きながら進学する」理由としては、「早く経済的に自立したいから」が35.3%（女子31.9%、男子38.3%）、「経済的な理由から」が30.0%（女子29.0%、男子30.9%）とそれぞれ３割以上であった。

男女別に見ると、「やりたい仕事があるから」は女子（27.5%）が男子（19.8%）を7.7ポイント上回り、また、「早く経済的に自立したいから」は男子（38.3%）が女子（31.9%）を6.4ポイント上回っている。以上から、女子は自己実現を目指し、男子は経済的な自立を目指して就職を考えていることがうかがえる。

４　男女共同参画社会について
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　◆結婚することを肯定的に考えている人は、男女とも７割台。

〇　結婚に関する意識

・　結婚は、「するほうがよい」、「できればするほうがよい」と考えている人を合わせると70.4%となる。これは男女別に見ても同様の結果であった（女子73.8%、男子70.5%）。

〇　男女共同参画に関する意識
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◆「女らしい振る舞い、男らしい振る舞い」という固定的な性別意識は、男女とも肯定的。

◆「家事・育児は性別に関わりなく参加するべき」という意識は、男女とも肯定的で、女子にその傾向がより強くあらわれた。

◆「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という固定的な役割分担意識に対しては、男女とも否定的で、女子にその傾向がより強くあらわれた。

◆子どもが小さい間の育児に関しては、母親が担うべきという意識が依然として強く、女子にその傾向がより強くあらわれた。
◆「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に否定的な意識の人であっても、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に肯定的な意識の人が約５割。

【女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい】

・　肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合は44.7%で（女子44.7%、男子47.3%）、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合20.5%（女子21.5%、男子20.7%）の２倍以上であった。

この傾向は男女別でも同様であり、女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをすべきという固定的な性別に対する意識は依然として強く残っていることが確認できた。

【女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ】

・　肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が約８割（79.5%）を占めた。家事・育児に関する役割分担意識については、男女ともに性別に関わりなく参加するべきとの意識が、高校生においても根付いているものと考えられる。

なお、男女別では、肯定的な意識の人の割合で、女子（85.5%）が男子（76.8%）を8.7ポイント上回り、女子にその傾向がより強くあらわれていた。

【夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】

・　否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合は43.8%で、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合（21.0%）の２倍以上と、全体的に見ると、否定的な意識の人の割合が高くなっており、固定的な役割分担意識は低くなっていることがわかる。

男女別にみると、女子では否定的な意識の人は49.1%で、男子（39.8%）を9.3ポイント上回った一方、男子では、肯定的な意識の人が24.1%で、女子（19.3%）を4.8ポイント上回っており、男子の方が固定的な役割分担意識がやや強い状況が見受けられた。

・　なお、全国調査と比較すると、肯定的な意識の人の割合は低いが、否定的な意識の人の割合も低い状況であった。

【子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい】

・　肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合は59.6%と約６割を占め、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合（12.0%）の約５倍と高くなっている。

男女別では、女子では肯定的な意識の人の割合が64.0%で、男子（57.5%）を6.5ポイント上回っており、その傾向がより強くあらわれている。

このように、子どもが小さい間の育児に関しては、母親が担うべきという意識が依然として男女とも強く、特に女子にこの意識がより強いのが特徴的である。

・　なお、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」に対する意識と、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」に対する意識の関連を確認したところ、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に否定的な意識の人であっても、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見については肯定的な意識の人が49.8%と約５割であった。

〇　女性が職業を持つことに関する意識
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◆女性の就業を「結婚・出産まで」と考える人の割合が「継続して持ち続けることはあたり前」、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」と考える人の割合を上回り、その傾向は女子に大きくあらわれている。

◆子どもが小学生になったころに再就職する場合には、パートタイム、アルバイトなど非正規雇用が望ましいと考える人が女子は７割に近く、男子は５割台後半。

◆女性の就業に関する意識に最も影響を受けたのは、「女性の保護者」からであり、特に女子にその影響が大。

・　女性が職業を持つことに関しては、「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」（20.9%）、「結婚するまでは職業を持つほうがよい」（19.0%）と就業継続を制限的に捉える人の割合はそれぞれ２割前後で、合わせると約４割であった。また、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」（14.1%）と「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」（10.3%）を合わせると24.4%となり、就業継続を制限的に捉える人が就業継続を肯定的に捉える人を上回っていた。
男女別では、女子では「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」が最も高かった（24.6%）のに対し、男子では「どちらでもよい」とする回答が最も高かった（35.2%）。

・　女性の就業継続に肯定的な理由を男女別にみると、女子では「経済的に自立できるから」が34.7%で最も高く、男子では「能力を生かしたほうがよいから」が41.0%で最も高くなっているのが特徴的である。

・　女性の就業継続を制限的に捉えている人は、「子どもが小学生になったころに職業を持つ（再就職する）」ことについて、「パートタイム、アルバイトで再就職したほうがよい」が63.7%である一方、「フルタイムで再就職したほうがよい」は7.1%と１割に満たなかった。

男女別では、「パートタイム、アルバイトで再就職したほうがよい」が、女子（68.3%）が男子（56.9%）を11.4ポイント上回っており、再就職をする場合は非正規雇用が望ましいと考えている傾向は、女子の方が強かった。

・　女性が職業を持つことに関する考え方について、影響を受けた人や影響を受けたことでは、「女性の保護者」が38.9%で最も高かった。
男女別では、「女性の保護者」と回答したのは、女子は43.6%で、男子（33.2%）を10.4ポイント上回っており、女性の保護者の影響がより強くあらわれていた。
〇　将来家庭を持った場合の家事、育児の担い手
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　◆家庭を持った場合の家事の担い手は、「主として妻」、「どちらかというと妻」を合わせると６割近くが「妻」と考えており、女子が男子を上回る。また、家事は「夫と妻が同じくらい分担」と考える人は約３割で、男子が女子を上回る。

◆家庭を持った場合、育児は「夫と妻が同じくらい分担」と考える人は５割に近く、女子が男子を上回る。

・　家庭を持った場合の家事の担い手は、「どちらかというと妻」が39.6%で最も高く、「主として妻」を合わせると58.3%と、６割近くが「妻」と考えている。一方、「夫と妻が同じくらい分担」は31.3%と３割台であった。

男女別では、「夫と妻が同じくらい分担」で、男子が34.7%で、女子（29.4%）を5.3ポイント上回る一方、「主として妻」と「どちらかというと妻」を合わせると、女子は64.2%で男子（55.0%）を9.2ポイント上回っているのが特徴的である。

・　家庭を持った場合の育児の担い手は、「夫と妻が同じくらい分担」が47.5%で最も高く、「主として妻」と「どちらかというと妻」を合わせた41.7%と比較しても上回っており、夫と妻が共同で行う考えが醸成されていることがうかがえる。
男女別では、「夫と妻が同じくらい分担」と回答したのは、女子では51.2%と５割を超え、男子（45.5%）を5.7ポイント上回っていた。

５　家族や周囲の状況について
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　◆「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる」ロールモデルが「いる」人は６割台。そのロールモデルは、「女性の保護者」が５割を超えて最も高い。

◆「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という意見に対して、女性の保護者の意識は否定的と受け止められ、男性の保護者の意識は肯定的と受け止められている。

〇　男性の保護者が家事を行っていたことの受け止め方

・　小学生のころ、家庭で家事を「主として男性の保護者が行っていた」、女性の保護者と男性の保護者の「両者で協力して行っていた」人に対して、男性の保護者が家事を行っていたことへの意識を確認したところ、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が最も高く（37.1%）、「家事をすることはあたりまえのことと思っていた」（32.4%）が続き、男性の家事を消極的に受け止めていた人の割合がやや高い。

男女別では、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が男子は42.4%で、女子（32.7%）を9.7ポイント上回っていた。

〇　女性の保護者が職業を持っていたことの受け止め方

・　小学生のころ、女性の保護者が職業を持っていたことへの意識を確認したところ、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が最も高く（42.6%）、「職業を持っていることはあたりまえのことと思っていた」（21.1%）が続き、女性の保護者が働くことを消極的に受け止めていた人の割合がやや高い。

男女別では、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が男子は46.7%で、女子（39.6%）を7.1ポイント上回っていた。
〇　ロールモデルの有無

・　「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」と言われて思い当たる人が「いる」人は63.6%であり、男女別では女子（67.8%）が男子（62.2%）を5.6ポイント上回った。

・　「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」としては、「女性の保護者」が56.8%と５割を超えて最も高く、次いで「男性の保護者」は19.8%と約２割で、自分にとって最も身近な存在をロールモデルと認識している状況がうかがえた。

男女別では、「男性の保護者」で男子（23.8%）が女子（16.6%）を7.2ポイント上回っているのが特徴的である。

〇　保護者の男女共同参画意識の状況

・　【女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい】という意見に対して、　女性の保護者は肯定的（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）だと受け止めている人の割合は43.9%、男性の保護者では45.9%であった。両者ともに肯定的だと受け止められている状況であったが、男性の保護者の割合が女性の保護者の割合を2.0ポイントとやや上回った。

　・　【女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ】という意見に対して、女性の保護者は肯定的（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）と受け止めている人の割合は59.0%、男性の保護者では38.9%であった。両者ともに肯定的だと受け止められている状況であったが、女性の保護者の割合が男性の保護者の割合を20.1ポイントと大きく上回った。

　・　【夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】という意見に対して、女性の保護者は否定的（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）と受け止めている人の割合は31.9%である一方、男性の保護者については、肯定的（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）と受け止めている人の割合が33.3%であった。
女性の保護者の意識は否定的と受け止められ、男性の保護者の意識は肯定的と受け止められているのが特徴的である。

６　将来について
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　◆長期的な将来像を持っている人は少なく、比較的近い将来の見通しを持つ人や先のことを考えていない人が多数である。

◆「理想と考える働き方」は「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方」が３割台で最も高い。

〇　将来の生活設計

・　将来の自分の生活については、「20歳代の頃までのことは考えている」が47.1%で最も高く、「先のことはあまり考えていない」が20.2%で続き、「一生をとおしての生き方を考えている」は少数（4.6%）であった。

男女別では、女子は「20歳代の頃までのことは考えている」が53.6%と５割を超え、男子（42.3%）を11.3ポイント上回った。一方、男子は、「先のことはあまり考えていない」（24.3%）が女子（17.5%）を6.8ポイント上回っていた。

現時点では、長期的な将来像を持っている人は少なく、比較的近い将来の見通しを持つ人や先のことを考えていない人が多数であり、男子により強くその傾向が見られた。

〇　理想と考える働き方

・「理想と考える働き方」は、「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方をしたい」が32.5%で最も高く、ワークライフ・バランスを優先する人が多いことがわかった。

男女別では、「家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい」で女子（22.3%）が男子（10.7%）を上回り、「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」で男子（15.0%）が女子（5.2%）を上回った。

Ⅱ　調査結果の詳細
１　回答者のプロフィール

　(1) 性別

問１　あなたの性別は？

　　図2-1　性別
　　　　　　　　　　　　　　
回答者の性別は、｢女性｣が51.6%、｢男性｣が45.8%、「不明・無回答」が2.5%であった。
なお、以下、女性回答者は「女子」、男性回答者は「男子」とし、「不明・無回答」については、記述しない。
　(2) 保護者の現在の勤務状況

問２　あなたの保護者の現在の勤務状況を教えてください。（それぞれ１つに〇印）

図2-2　女性の保護者の現在の勤務状況                                                              
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回答者の『女性の保護者（母親等）の勤務状況』については、「勤め人(パート、アルバイト勤務)」が45.0%で最も高く、次いで「勤め人（フルタイム勤務）」が24.4%、「主婦」が20.8%となっている。そのほか「自営業、自由業」が4.0%となっており、就業者が７割を超えている。

なお、「勤め人(パート、アルバイト勤務)」、「勤め人（フルタイム勤務）」、「自営業、自由業」の合計を男女別にみると、女子は76.6%で男子の73.4%より3.2ポイント高くなっている。

図2-3　男性の保護者の現在の勤務状況
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　回答者の『男性の保護者（父親等）の勤務状況』については、「勤め人（フルタイム勤務）」が72.7%で最も高かった。そのほか、「自営業、自由業」が10.1%、「勤め人(パート、アルバイト勤務)」（0.8%）と「主夫」（0.4%）はともに１%に満たなかった。

なお、「勤め人(パート、アルバイト勤務)」、「勤め人（フルタイム勤務）」、「自営業、自由業」の就業者の合計では83.6%であり、男女別でみると、女子と男子がほぼ同じ割合（女子85.6%、男子85.5%）となっている。

　
 (3) 小学生のころの女性の保護者の勤務状況

　問３　あなたが小学生のころ、女性の保護者は働いていましたか。（１つに○印）

図2-4　小学生のころの女性の保護者の勤務状況
　　　　　　　　　　　　　　　　＜全体＞ （N=1309）
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回答者が『小学生のころの女性保護者の勤務状況』をたずねたところ、「働いていた」は55.5%で、「働いていなかった」は35.0%であった。

なお、男女別にみると、｢働いていた｣と回答したのは、女子は59.0%で、男子の54.2%より4.8ポイント高くなっている。
　(4) 小学生のころの家事・育児の担い手の状況

問４　あなたが小学生のころ、自宅では次のような家事や育児（子育て）をあなたの保護者はどのように行っていたと思いますか。次の①、②について、それぞれ１つ選んで○印をつけてください。

　①　家事（食事のしたく、掃除・洗濯など）　　　　　　　　　　
図2-5　小学生のころの家事の担い手　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『小学生のころの家事の担い手』をたずねたところ、「主として女性の保護者が行っていた」が７割台（76.8%）に達した。次いで「両者で協力して行っていた」が15.0%で続き、「主として男性の保護者が行っていた」は1.1%であった。

なお、男女別にみると、｢主として女性の保護者｣と回答したのは、女子は80.0%、男子は76.8%であった。
②　育児・子育て（乳幼児の身の周りの世話、子どものしつけなど）
図2-6　小学生のころの育児の担い手　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『小学生のころの育児の担い手』をたずねたところ、「主として女性の保護者が行っていた」が53.9%で、最も高かった。次いで「両者で協力して行っていた」が31.7%で続き、「主として男性の保護者が行っていた」は１%に満たなかった（0.7%）。

なお、男女別にみると、｢主として女性の保護者｣と回答したのは、女子は56.4%、男子は53.5%であった。

　(5) 家族との会話の状況


問５　あなたは家族と将来の仕事や生活について話をしますか。（１つに○印）
図2-7　家族との会話の状況　　　　　　　　　      （N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『家族と将来の仕事や生活について話をするか』をたずねたところ、「ときどきする」が５割を超え（50.3%）、次いで「よくする」が15.9%、両者を合わせると全体の７割弱（66.2%）となった。

なお、男女別にみると、女子は｢よくする｣（18.8%）、「ときどきする」（54.3%）で、両者を合わせると73.1%であるのに対し、男子は｢よくする｣（13.5%）、「ときどきする」（48.2%）で61.7%と、女子の方が家族との会話が多いことがわかる。
 [問５で「１よくする」、「２ときどきする」と回答された方におたずねします。]

問５－１　特に話をする相手は誰ですか。（あてはまるものすべてに○印）
図2-8　特に話をする相手　　　　　　　　　　      （N=866、女性n=494、男性n=370）　　　　　　
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問５で「よくする」、「ときどきする」と回答した人に『特に話をする相手は誰か』をたずねたところ、全体では「女性の保護者」を挙げた人は６割を超えた（63.2%）。次いで「男性の保護者」が24.3%で続き、「兄弟姉妹」は10.0%であった。

男女別にみると、男子では「男性の保護者」が30.1%である一方で、女子は19.8%と10.3ポイント下回っているのが特徴的である。
　(6) 「男女共同参画」についての学習状況


問６　あなたは小・中・高校で、これまでに「男女共同参画」について学んだことはありますか。（１つに○印）　

　　図2-9　「男女共同参画」についての学習状況　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『小・中・高校で、男女共同参画について学んだことはあるか』をたずねたところ、全体では「学んだことがある」が６割台（62.5%）で、次いで「わからない」が28.6%で続き、「学んだことはない」は１割未満であった（5.8%）。

なお、男女別にみると、｢学んだことがある｣と回答したのは、女子では69.2%、男子では58.0%と、11.2ポイントの差となっている。

 [問６で「１学んだことがある」と回答された方におたずねします。]
　問６－１　あなたは小・中・高校で学んだ「男女共同参画」の内容について、理解できましたか。（１つに○印）

図2-10　「男女共同参画」への理解　　　　　　　　　（N=818、女性n=468、男性n=348）
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問６で「学んだことがある」と回答した人に『男女共同参画の内容について、理解できたか』をたずねたところ、全体では「ある程度理解できた」が約６割（58.7%）で最も高かった。次いで「あまり理解できなかった」が18.9%で続き、「理解できた」は17.6%であった。このように、「ある程度理解できた」と「理解できた」を合わせると、７割台（76.3%）の人が一定の理解が得られたと回答したこととなる。
男女別にみると、「ある程度理解できた」では女子（62.4%）が男子（53.7%）より8.7ポイント高くなっている。また、「理解できた」では男子（20.1%）が女子（15.6%）より4.5ポイント高くなっており、両者を合わせると、女子は78.0%、男子は73.8%で、女子が4.2パーセント高い。一方、「あまり理解できなかった」では男子（21.3%）が女子（17.3%）より4.0ポイント高く、「理解できなかった」では男子（1.4%）が女子（0.4%）より1.0ポイント高くなっており、両者を合わせると男子は22.7%、女子は17.7%で、男子が5.0ポイント高い。
２　職業について

(1) 将来つきたい職業


問７　あなたは将来つきたい職業はありますか。（１つに○印）
図2-11　将来つきたい職業　　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『将来つきたい職業があるか』をたずねたところ、全体では「ある」が48.0%であり、半数近くの人が希望する職業を考えていることがわかった。一方で、「考えているがわからない」とする人も４割を超え（43.5%）、進学・就職を前にして希望する職業が見つかっていない人も多数いることがわかった。なお、「まだ考えたことがない」は6.0%であった。

男女別にみると、｢ある｣と回答した人が女子は５割を超える51.0％で、男子（47.0%）より4.0ポイント高かった。その一方、男子では「まだ考えたことがない」が8.3%で女子（4.0%）と比較すると２倍以上の割合となっており、女子の方が希望する職業を明確にしている人の割合が高いことがうかがえる。
[問７で「１ある」と回答された方におたずねします。]
問７－１　あなたがその職業につきたい理由はどのようなことでしょうか。（あてはまるものすべてに○印）

　 図2-12　その職業につきたい理由　　　　　　　　　　　（N=628、女性n=345、男性n=282）
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次に、将来つきたい職業が「ある」と回答した人に対し、『その職業につきたい理由』をたずねたところ、全体では「自分のやりたい仕事だから」が53.8%で最も高く、次いで「自分の能力や技術を生かしたいから」（14.4%）が続き、自己実現のために職業を選択する意識がうかがえた。一方で、「将来性、安定性があるから」（14.2%）や「給料がよさそうだから」（7.6％）はそれぞれ回答の１割程度であり、経済的な安定を求める意識は比較的低かった。
男女別にみると、男子では「将来性、安定性があるから」が15.1%で、女子13.4%と比較して1.7ポイント上回っている。また、「給料がよさそうだから」についても、男子（8.6%）が女子（6.8%）をわずかではあるが上回っており、男子の方が経済的な面を重視する様子がうかがえる。

なお、女子の回答の中で、｢性別に関係なく活躍できる仕事だから｣（4.5%）や「家事・育児・介護などとの両立が可能だから」（3.0%）については、男子を若干上回っているもののいずれも少数であり、現時点では職業を選ぶ際の基準とはなっていない状況であった。
 (2) 職業希望に影響を受けた人・こと

　
[問７で「１ある」と回答された方におたずねします。]
問７－２　あなたがその職業につきたいと思ったことについて、影響を受けた人や影響を受けたことを選んでください。（あてはまるものすべてに○印）

図2-13　職業希望に影響を受けた人・こと　　　　　　　（N=628、女性n=345、男性n=282）
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将来つきたい職業が「ある」と回答した人に対し、『影響を受けた人、影響を受けたこと』をたずねたところ、全体では「テレビ・新聞・インターネットなど」が22.4%で最も高く、マスメディアからの影響が比較的大きいことがわかった。次いで「特に影響を受けた人・ことはない」（13.4%）が続き、「女性の保護者」が12.9%、「友人・先輩などの知人」が8.3%と、職業の希望については、家族など、周囲の人たちの影響は比較的小さいという結果となった。また、職場体験（職場見学）（9.1%）や学校の授業（4.7%）の影響も１割には満たなかった。

男女別にみると、女子では「女性の保護者」（16.6%）と比較して「男性の保護者」（2.6%）は大きく下回っている一方、男子の場合、「男性の保護者」（9.4%）が「女性の保護者」（8.3%）を上回っており、それぞれ、同性の保護者の影響をより強く受けていることがわかった。

(3) 将来つきたい職業の有無への家族との会話の影響（クロス集計結果から）

　

図2-14　将来つきたい職業の有無と家族との会話
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将来つきたい職業の有無と家族との会話の状況について関連があるかどうか確認してみた。その結果、『家族と将来の仕事や生活について話をするか』をたずねる質問において、「よくする」と回答した人では、将来つきたい職業が「ある」と回答した人が約７割（68.8%）、「ときどきする」と回答した人では「ある」と回答した人が約５割（51.5%）であった。逆に、「しない」と回答した人では「ある」と回答した人が34.6%、「あまりしない」と回答した人が33.0%であった。

このように、将来の仕事や生活について家族との会話が多い人ほど、将来つきたい職業が明確になっている状況がわかる。
(4) 将来つきたい職業がまだわからない理由

[問７で「２考えてはいるがまだわからない」、「３まだ考えたことはない」と回答された方におたずねします。]
問7-3　あなたが将来つきたい職業がまだわからない等の理由は、どのようなことだと思いますか。（あてはまるものすべてに○印）
図2-15　将来つきたい職業がまだわからない理由　　　　　（N=647、女性n=329、男性n=316）
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将来つきたい職業が「考えてはいるがまだわからない」、「まだ考えたことはない」と回答した人に『将来つきたい職業がまだわからない等の理由』をたずねたところ、全体では「自分のやりたいことがわからない」が39.1%で最も高く、次いで「自分の適性がわからない」が32.0%と、自分の希望や適性など、自分自身への理解ができていない状況であることがわかった。

男女別にみても同様の傾向であったが、男子では「つきたい職業を考え、選んでいく方法がわからない」（16.7%）が女子（11.1%）と比較して5.6ポイント高いことが特徴的である。

(5) 転職、離職に関する考え方

問８　仮に、あなたが将来就職するとしたら、転職、離職について、どのように考えますか。（１つに○印）
  図2-16　転職、離職に関する考え方          　      （N=1309、女性n=676、男性n=600）　　　                                                                      
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『転職、離職についてどのように考えるか』をたずねたところ、全体では「最初に就職したところに、できるだけ長く勤めたい」が６割（61.9%）に達した一方、「よい就職先があればいつ転職してもよい」は１割台（14.8%）となり、比較的転職志向は低いことがわかった。また、「わからない」も約１割（9.2%）であった。

男女別にみると、｢最初に就職したところに、できるだけ長く勤めたい｣と回答した男子（70.5%）が、女子（57.0%）と比較して13.5ポイント高くなっているが、一方で、「よい就職先があればいつ転職してもよい」も男子（18.7%）の方が女子（12.0%）を上回っていた。女子の回答をみると、「結婚するまでは同じところに勤めたい」（11.1%）、「出産する（パートナーが出産する）までは同じところに勤めたい」（8.3%）が男子（0.8%、1.0%）と比較して高くなっており、女子は結婚や出産を就業の転換期と考えている状況が垣間見えた。
３　進学・就職について

　(1) 高校卒業後の進路

問９　現時点で、あなたは高校卒業後の進路について、どのように考えていますか。　（１つに○印）

図2-17　高校卒業後の進路　　　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）



『高校卒業後の進路』をたずねたところ、全体では「進学する」が約８割（81.7%）となり、本調査の対象者は進学を予定している人が多かった。また、「決めていない」は6.2%と少数であり、調査時点で既に進路については決めている人が多数であった。

「進学する」と答えた人の男女別では、女子（85.1%）が男子（82.0%）を若干上回った。また、「就職する」については、男子（4.0%）が女子（1.8%）を2.2ポイント上回った。
　(2) 希望する最終学校


[問９で「１進学する」、「２働きながら進学する」と回答された方におたずねします。]

問９－１　あなたは、現時点で最終学校はどこまでと考えていますか。（１つに○印）

図2-18　希望する最終学校について　　　　　　　　　　（N=1152、女性n=615、男性n=534）
『高校卒業後の進路』について、「進学する」、「働きながら進学する」と回答した人に『最終学校はどこまでと考えているか』をたずねたところ、全体では「大学」が約６割（58.5%）で最も高く、次いで「専門学校」が21.3%で、｢短期大学｣（6.4%)、「大学院」（3.1%）は１割に満たなかった。また、「まだわからない」とする回答は10.3%であった。

男女別にみると、「大学」とする回答が、男子（71.2%）が女子（47.6%）と比較して20ポイント以上高く、「短期大学」、「専門学校」とする回答は、女子（10.7%、28.1%）が男子（1.5%、13.1%）をそれぞれ9.2ポイント及び15.0ポイント上回った。

　(3) 進学先として考えている専門分野

[問９で「１進学する」、「２働きながら進学する」と回答された方におたずねします。]

問９－２　あなたが進学を考えている専門分野は、文系ですか、理系ですか。（１つに○印）

図2-19　進学先として考えている専門分野　　　　　　（N=1152、女性n=615、男性n=534）
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『高校卒業後の進路』について、「進学する」、「働きながら進学する」と回答した人に『進学先として考えている専門分野』をたずねたところ、全体では「文系」が54.7%と５割を超えており、「理系」が29.7%であった。また、「まだわからない」とする回答は10.4%であった。

男女別にみると、「理系」とする回答が、男子（41.8%）が女子（19.2%）と比較して20ポイント以上上回っており、男子と比較して理系を目指す女子の割合が低い状況であった。また、「まだわからない」とする回答は、女子（13.3%）が男子（7.1%）を6.2ポイント上回った。

　(4) その専門分野を選んだ理由

[問９-２で「１文系」、「２理系」と回答された方におたずねします。]

問９-２-１　あなたがその専門分野を選んだのは、どのような理由からですか。（あてはまるものすべてに○印）

図2-20　その専門分野を選んだ理由　　　　　　　　　　　（N=972、女性n=490、男性n=480）
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『進学先として考えている専門分野』について「文系」、「理系」と回答した人に『その専門分野を選んだ理由』をたずねたところ、全体では「興味があること・自分で学びたいことがあるから」が34.3%で、自己実現を目指して専門分野を選択している人の割合が高いことがわかった。次いで「自分の希望する職業につながるものだから」（27.4%）、「資格や技術を身につけたいから」（16.1%）と続いており、希望する職業を目指して進学を考える傾向も見受けられた。一方で、「保護者や家族の勧め」（4.0%）、「友人等の影響」（2.6%）、「先生の勧め」（0.8%）はそれぞれ4.0%以下であった。

男女別にみると、「自分の希望する職業につながるものだから」は、女子（29.4%）が男子（25.0%）と比較して4.4ポイント上回っており、女子の方が職業選択を見据えて進学を考えている傾向が垣間見ることができる。また、「興味があること・自分で学びたいことがあるから」は、男子（36.3%）が女子（32.4%）を3.9ポイント上回る状況となっている。

なお、参考までに、問９－２において回答のあった専門分野別に理由を確認してみた結果、「自分の希望する職業につながるものだから」、「資格や技術を身につけたいから」は「理系」を選択した人（29.9%、18.8%）が「文系」を選択した人（26.0%、14.6%）を上回っており、「学力に見合ったところだから」は「文系」を選択した人（13.7%）が「理系」を選択した人（8.3%）を上回っていた。「理系」を選択した人は、職業選択を見据えて進路を選択している状況がうかがえた。

(5) 進学先として考えている専門分野と将来つきたい職業の有無との関連（クロス集計結果から）

　　図2-21　進学先として考えている専門分野と将来つきたい職業の有無
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専門分野の選択において、「文系」又は「理系」を選択することと『将来つきたい職業』の有無との関連についてクロス集計した結果、｢文系｣を選択した人では、『将来つきたい職業』が「ある」と回答した人が46.2%であったのに対し、「理系」を選択した人では「ある」と回答した人が57.3%であった。ここでも、「理系」を選択した人は、職業選択を見据えて進路を選択している状況がうかがえた。

　(6) 就職を選択した理由


[問９で「２働きながら進学する」、「３就職する」と回答された方におたずねします。]

問９-３　あなたが現時点で就職を考えたのは、どのような理由からですか。（あてはまるものすべてに○印）
 図2-22　就職を選択した理由　　　　　　　　　　　　　　（N=118、女性n=52、男性n=66）
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『高校卒業後の進路』について、「働きながら進学する」、「就職する」と回答した人に『就職を選択した理由』をたずねたところ、全体では経済的な事情として「早く経済的に自立したいから」が35.3%、「経済的な理由から」が30.0%でそれぞれ３割以上となり、一方で「やりたい仕事があるから」は23.3%であった。

男女別にみると、「やりたい仕事があるから」は、女子（27.5%）が男子（19.8%）と比較して7.7ポイント上回っており、就職に関しては、女子の方が自己実現を目指して考えている割合は高かった。また、「早く経済的に自立したいから」は、男子（38.3%）が女子（31.9%）より6.4ポイント高く、男子は女子と比べ、経済的な自立を目指していることがうかがえる。

４　男女共同参画社会について

　(1) 結婚に関する意識

問10　あなたは結婚について、どのように考えますか。（１つに○印）

図2-23　結婚に関する意識　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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『結婚について、どのように考えるか』をたずねたところ、全体では「するほうがよい」が46.8%で最も高く、次いで「できればするほうがよい」が23.6%で続き、両者を合わせると７割を占めている(70.4%)。一方、「必ずしもしなくてもよい」（6.6%）、「する必要はない」（1.9%）はいずれも少数であり、両者を合わせても１割に満たなかった（8.5%）。このことから、結婚に対しては肯定的な意識が多数を占めていることがわかる。

また、男女別では、「するほうがよい」（女子47.2%、男子49.0%）と「できればするほうがよい」（女子26.6%、男子21.5%）を合わせた肯定的な意識をみると、女子の割合（73.8%）が男子の割合（70.5%）をやや上回っており、「する必要はない」（女性1.9%、男子1.8%）と「必ずしもしなくてもよい」（女子5.9%、男子7.5%）を合わせた否定的な意識をみると、男子の割合（9.3%）が女子の割合（7.8%）をやや上回っていた。
　(2) 男女共同参画に関する意識

問11　あなたは次の①から④のような意見についてどのように考えますか。①から④について、それぞれ一つ選んで、番号に○印をつけてください。

①　女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい

図2-24　女らしい振る舞い、男らしい振る舞い　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）　　[image: image28.emf]19.8%

14.1%

16.3%

27.5%

30.6%

28.4%

26.3%

31.4%

28.5%

7.7%

8.6%

7.9%

13.0%

12.9%

12.6%

5.2%

2.4%

3.6%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

どちらかといえばそ

う思う

どちらともいえない

どちらかといえばそ

う思わない

そう思わない

わからない

不明・無回答

　　　　 [image: image29.emf]47.3%

44.7%

44.7%

26.3%

31.4%

28.5%

20.7%

21.5%

20.5%

5.2%

2.4%

3.6%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

/

どちらかといえば

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

/

どちらかとい

えばそう思わない

わからない

不明・無回答


『「女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい」という意見についてどのように考えるか』をたずねたところ、「どちらともいえない」が28.4%で最も高く、この設問については、肯定・否定のどちらとも言いにくいものであることがわかる。次いで、「どちらかといえばそう思う」（28.4%）がほぼ同じ割合で、「そう思う｣（16.3%）､｢そう思わない｣(12.6%）は１割台であった。

なお、男女別にみると、「そう思う」については、男子（19.8%）が女子（14.1%）を5.7ポイント上回っていた。
また、同設問について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的な意識の人は４割台（44.8%）となり、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた否定的な意識の人（20.6%）の２倍以上となり、その傾向は男女別でも同様であった。

②　女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ
　図2-25　家事・育児での役割分担　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）　　　　[image: image30.emf]45.5%
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『「女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ」という意見についてどのように考えるか』をたずねたところ、全体では「そう思う」が46.9%で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」が32.6%で続いた。

男女別にみると、「そう思う」が女子（50.1%）で５割を超え、男子（45.5%）を4.6ポイント上回った。

なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）は約８割（79.5%）を占め、否定的な意識の人（「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」）の5.4%を大きく上回った。
これを男女別にみると、肯定的な意識の人は、女子（85.5%）が男子（76.8%）を8.7ポイント上回っている。
　このように、家事・育児に関する役割分担意識については、女子が男子より高いものの、男女ともに性別に関わりなく参加するべきとの意識が高校生においても根付いてきたものと考えられる。

③　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ
図2-26　夫は外、妻は家庭　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）　　　　[image: image32.emf]7.8%

3.3%

5.3%

16.3%

16.0%

15.7%

30.7%

30.0%

29.6%

16.0%

15.8%

15.5%

23.8%

33.3%

28.3%

4.8%

1.5%

3.0%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わ

ない

そう思わない

わからない

不明・無回答


　　　[image: image33.emf]24.1%

19.3%

21.0%

30.7%

30.0%

29.6%

39.8%

49.1%

43.8%

4.8%

1.5%

3.0%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

/

どちらかといえば

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

/

どちらかとい

えばそう思わない

わからない

不明・無回答


『「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見についてどのように考えるか』をたずねたところ、全体では「どちらともいえない」が29.6%で最も高く、次いで「そう思わない」（28.3%）であった。

男女別にみると、女子では「そう思わない」が33.3%で最も高く、男子（23.8%）を9.5ポイント上回っているのが特徴的である。
なお、同設問について、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）は４割台（43.8%）で、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）（21.0%）の２倍以上となっていることがわかる。

これを男女別にみると、女子では否定的な意識の人は約５割（49.1%）となっており、男子（39.8%）を9.3ポイント上回った一方、肯定的な意識の人は、男子（24.1%）が女子（19.3%）を4.８ポイント上回っており、女子と比べて男子の方が固定的な役割分担意識が高いことがうかがえる。

【内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調査」との比較】

国等の調査においても、本設問を固定的な役割分担意識をはかる指標として用いることが多い。このうち、内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）における20歳代の結果では、役割分担について「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせると50.0%であったのに対し、本調査の結果（21.0%）は大きく下回っていたが、一方で「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせると46.7%であったのに対し、こちらも本調査の結果（43.8%）は若干下回っている。本調査の方がやや年齢層が低い（高校２年生）ものの、全国的な状況と比べ肯定的に考えている人の割合が低い一方で、否定的に考えている人の割合も低い結果となっている。

＜参考＞内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）

　　「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え方について
（N=3033、20～29歳n=266）
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【「県民ニーズ調査」との比較】

本県の「県民ニーズ調査」（平成23年10月実施）における20歳代の結果では、｢そう思う｣と「どちらかといえばそう思う」を合わせると20.7%であったのに比べ、本調査の結果（21.0%）は若干上回っており、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた54.7%と比べると、本調査の結果（43.8%）は10ポイント以上下回っていた。

＜参考＞平成23年度県民ニーズ調査内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）

　　「夫は外で働き，妻は家庭を守るべき」という考え方について
（N=671、20～29歳n=53）
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④　子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい
図2-27　子どもが３歳ぐらいまでは母親は育児に専念　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
　　　[image: image36.emf]30.3%

32.2%

30.6%

27.2%

31.8%

29.0%

22.7%

21.6%

21.6%

6.2%

4.7%

5.3%

7.7%

6.1%

6.7%

5.5%

3.4%

4.3%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

不明・無回答


　　[image: image37.emf]57.5%

64.0%

59.6%

22.7%

21.6%

21.6%

13.9%

10.8%

12.0%

5.5%

3.4%

4.3%

0.5%

0.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

全体

そう思う

/

どちらかといえば

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

/

どちらかとい

えばそう思わない

わからない

不明・無回答


『「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見についてどのように考えるか』をたずねたところ、全体では「そう思う」が30.6%で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」（29.0%）となり、両者を合わせると約６割がそのように考えていることがわかる。
男女別にみると、女子では「そう思う」（32.2%）で男子（30.3%）を1.9ポイント上回り、「どちらかといえばそう思う」（31.8%）で男子（27.2%）を4.6ポイント上回っている。

なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）は59.6%で、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）（12.0%）の約５倍となっている。
これを男女別にみると、女子では肯定的な意識の人は64.0%となっており、男子（57.5%）を6.5ポイント上回った一方、否定的な意識の人は、男子（13.9%）が女子（10.8%）を3.1ポイント上回っている。
このように、育児に関しては、依然として母親が担うべきという意識が男女ともに強いことがうかがえるが、特に女子については、男子以上にこの意識が強いのが特徴的である。

【「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」に対する意識と「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」に対する意識との関連】

本調査では、４つの男女共同参画に関する意見を取り上げ、それぞれの意識を確認しているが、このうち、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という２つの意見に対する意識について関連があるかどうかを確認した。

その結果、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して「そう思わない」と否定的な意識の人であっても、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見については、「そう思う」（22.2%）、「どちらかといえばそう思う」（27.6%）と肯定的に考えている人が約５割（49.8%）となった。
このように、前問の「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」については否定的であっても、「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」とする考えについては肯定的に捉える人の割合が高いことがわかる。

＜参考＞「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」×「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に
専念するほうがよい」
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　(3) 女性が職業を持つことに関する意識


問12　あなたは一般的に女性が職業を持つことについて、どのように考えますか。（１つに○印）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図2-28　女性が職業を持つこと　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）

『一般的に女性が職業を持つことについて、どのように考えるか』をたずねたところ、全体では「どちらでもよい」が28.4%で最も高かった。「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」（20.9%）、「結婚するまでは職業を持つほうがよい」（19.0%）と就業継続を制限的に捉える人の割合はそれぞれ２割前後で、合わせると約４割であった。また、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」（14.1%）、「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」（10.3%）と就業継続を肯定的に捉える人の割合を合わせると24.4%となった。
男女別にみると、女子では「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」が24.6%で最も高くなっており、次いで「どちらでもよい」（23.4%）、「結婚するまでは職業を持つほうがよい」（21.6%）といずれも２割台となっており、女性の就業を制限的に捉える人の割合が高いことがわかる。一方、男子では「どちらでもよい」が35.2%で最も高く、女子と比べて11.8ポイント上回っている。

このように、女子は就業継続を制限的に捉える人の割合が高い一方、男性は「どちらでもよい」と回答する人の割合が高かった。
【内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調査」との比較】

内閣府の「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）における20歳代の結果でも、選択肢の内容に多少の違いはあるが、就業を継続することに肯定的な意識の人の割合は39.1%であったのに対し、本調査では、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」（14.1%）、「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」（10.3%）を合わせて24.4%と、15ポイント近く下回っている。本調査の方がやや年齢層が低い（高校２年生）ものの、全国的な状況と比べ、肯定的に考えている人の割合が低い結果となっている。

＜参考＞内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）

　　女性が職業を持つことについての考え方について
（N=3033、20～29歳n=266）
　　

【「県民ニーズ調査」との比較】

本県の「県民ニーズ調査」（平成23年10月実施）における20歳代の結果では、｢ずっと職業を続けるほうがよい｣と回答した人の割合が37.7%であったのに比べ、本調査では、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」（14.1%）、「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」（10.3%）を合わせて24.4%と、10ポイント以上下回っていた。

＜参考＞平成23年度県民ニーズ調査内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成24年10月）

　　女性が職業を持つことについての考え
（N=671、20～29歳n=53）
　　

 [問12で「１職業を持ち続けることはあたり前だと思う」「２ずっと職業を持ち続けるほうがよい」と回答された方におたずねします。]
問12－１　あなたが女性が職業を持ち続けるほうがよいと考えたのは、どのような理由からですか。（あてはまるものすべてに〇印）

図2-29　就業継続の理由　　　　　　　　　　　　　　　　（N=319、女性n=186、男性n=133）
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問12で、女性は「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」、「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」と回答した人に、『女性が職業を持ち続けるほうがよいと考えた理由』をたずねたところ、全体では「能力を生かしたほうがよいから」（32.9%）、「経済的に自立できるから」（30.2%）がそれぞれ３割台で、次いで「社会とより関わることができるから」が２割台（23.3%）であった。

男女別にみると、女子では「経済的に自立できるから」（34.7%）が最も高く、男子（23.0%）より11.7ポイント上回っている。一方、男子では「能力を生かしたほうがよいから」（41.0%）が最も高く、女子（27.9%）より13.1ポイント上回っているのが特徴的である。

[問12で(女性は)「３結婚するまでは職業を持つほうがよい｣､｢４子どもができるまでは、職業を持つほうがよい｣と回答された方におたずねします。]

問12－２　あなたは、子どもが小学生になったころに職業を持つ（再就職する）ことについてどう思いますか。（１つに○印）
図2-30　女性が再就職することについての意識　　　　（N=523、女性n=312、男性n=211）
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問12で、女性は「結婚するまでは職業を持つほうがよい」、「子どもができるまでは、職業を持つほうがよい」と回答した人に、『子どもが小学生になったころに職業を持つ（再就職する）ことについてどう思うか』をたずねたところ、全体では「パートタイム、アルバイトで再就職したほうがよい」が６割以上（63.7%）を占め、「どちらでもよい」（14.1%）、「再就職せず、そのまま家にいたほうがよい」（11.7%）はそれぞれ１割台であった。「フルタイムで再就職したほうがよい」（7.1%）は１割に満たなかった。

男女別にみると、「パートタイム、アルバイトで再就職したほうがよい」では、女子（68.3%）が男子（56.9%）を11.4ポイント上回っている一方、「再就職せず、そのまま家にいたほうがよい」では男子（13.3%）が女子（10.5%）を2.8ポイント上回っている。

＜過去の調査との比較＞～「若年男女の職業・家庭に関する意識調査」（昭和63年３月）
　当センターで昭和62年度に実施した標記調査は、県内の満19～29歳の男女５千人を対象に実施したものである。本調査とは対象年齢や選択肢の内容に多少の違いがあるため、厳密な比較対象とすることは難しいが、調査結果を参考までに比べてみたい。

〇　標記調査で『女性が職業を持つことについてどう思うか』をたずねたところ結果は、「子どもができたら職業を持たないほうがよい」が約４割（38.6%）、次いで「子どもができても職業を持ち続けた方がよい」と「どちらでもよい」が２割台（27.3%、22.0%）であり、「結婚したら職業を持たないほうがよい」は１割に至らなかった（7.8%）。

この調査結果と本調査を比較すると、「女性は職業を持たないほうがよい」はわずかながら減ったものの（0.8%⇒0.5%）、女性が結婚・出産を経ても継続して就業することについて肯定的に考える人の割合は25年前の調査に比べて低くなっている（「子どもができても職業を持ち続けた方がよい」27.3%⇒「職業を持ち続けることはあたり前だと思う」と「ずっと職業を持ち続けるほうがよい」合わせて24.4%）。
〇　また、標記調査では、「結婚したら職業を持たないほうがよい」、「子どもができたら職業を持たないほうがよい」と回答した人に対して、『末子が小学校に入学したころにはどうするか』をたずねている。その結果について、ここでグラフでは示していないが、「そのまま家にいたほうがよい」は29.1%で、本調査ではその半分以下に減っている（11.7%）。一方、「再就職したほうがよい」は15.9%で、本調査ではその４倍以上となった（「フルタイムで再就職したほうがよい」と「パートタイム・アルバイトで再就職したほうがよい」合わせて70.8%）。

〇　以上のことから、25年前と比べると今回調査では、女性は子どもがある程度大きくなった段階では再就職すべきと考えている人は大きく増えたものの、結婚・出産を経て継続的に就業するという意識はいまだに定着しておらず、依然として結婚・出産により女性は一旦就業を中断するものと考えている人が多いことがわかった。

＜参考＞「若年男女の職業・家庭に関する意識調査報告書」（昭和63年３月）

「女性が職業を持つことについて」という考え方について
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　(4) 影響を受けた人や影響を受けたこと

問13　問12の女性が職業を持つことに関する考えについて、あなたが影響を受けた人や影響を受けたことを選んでください。（あてはまるものすべてに○印）
図2-31 影響を受けた人・影響を受けたこと　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『女性が職業を持つことに関する考えについて、影響を受けた人や影響を受けたこと』をたずねたところ、全体では「女性の保護者」が約４割（38.9%）で最も高く、次いで「特に影響を受けた人・ことはない」が２割台（24.5%）、「テレビﾞ・新聞・インターネットなど」が１割台（11.5%）で続いた。
男女別にみると、「女性の保護者」と回答したのは、女子では４割（43.6%）に達しており、男子（33.2%）と比較して10.4ポイント上回っている。一方、男子では「特に影響を受けた人・ことはない」が約３割（31.5%）を占めており、女子（18.6%）と比べて12.9ポイント上回っている。
 (5) 将来家庭を持った場合の家事・育児の担い手


問14　あなたが仮に将来、家庭を持ったとしたら、①家事、②育児を主に誰がするのがよいと考えますか。それぞれ１つ選んで、番号に○印をつけてください。

①　家事
図2-32 家事の担い手　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）　　[image: image43.emf]17.8%
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『将来、家庭を持ったとしたら、家事を主に誰がするのがよいと考えるか』をたずねたところ、全体では「どちらかというと妻」が約４割（39.6%）で最も高く、次いで「夫と妻が同じくらい分担」が約３割（31.3%）、「主として妻」が約２割（18.7%）で続いた。「主として妻」と「どちらかというと妻」を合わせる（58.3%）と、６割近くを占めていることがわかる。

男女別にみると、「どちらかというと妻」と回答したのは、女子（43.8%）は、男子（37.2%）と比較して6.6ポイント上回っている。また、「夫と妻が同じくらい分担」と回答したのは、男子（34.7%）が女子（29.4%）と比べて5.3ポイント上回っているのが特徴的である。なお､｢主として妻」と「どちらかというと妻」を選択したのは全体で（58.3%）となっているが、男女別でみてみると、女子（64.2%）は男子（55.0%）と比較して9.2ポイント上回っている。

　②　育児
図2-33 育児の担い手　　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
　　　　
　　　　


　　　

『将来、家庭を持ったとしたら、育児を主に誰がするのがよいと考えるか』をたずねたところ、全体では「夫と妻が同じくらい分担」が47.5%で最も高く、次いで「どちらかというと妻」（32.0%）が約３割、「主として妻」（9.7%）が約１割で続いた。「主として妻」と「どちらかというと妻」を合わせてみても（41.7%）、「夫と妻が同じくらい分担」が上回っていることがわかる。
男女別にみると、「夫と妻が同じくらい分担」と回答したのは、女子では５割を超え（51.2%）、男子（45.5%）と比較して5.7ポイント上回っていた。なお、「主として妻」と「どちらかというと妻」を合わせると、男子（44.0%）は女子（41.7%）と比較して2.3ポイント上回っており、「夫と妻が同じくらい分担」（45.5%）と拮抗している。

以上のように、育児については、妻が主体で行うとの考えが未だ多いものの、「夫と妻」が分担し、共同で行う考えも醸成されていることがうかがえる。
５　家庭や周囲の状況について

　(1) 男性の保護者が家事を行っていたことの受け止め方

[小学生のころ、自宅で①家事について「２主として男性の保護者が行っていた」、「３両者で協力して行っていた」と回答された方におたずねします。]

問15　あなたは、小学生のころ、男性の保護者が家事を行っていたことについてどう思っていましたか。（あてはまるものすべてに○印）
図2-34　男性の保護者が家事を行っていたこと　　　　　　（N=210、女性n=105、男性n=104）
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回答者が小学生のころ、家事について「主として男性の保護者が行っていた」、「（女性の保護者と男性の保護者の）両者で協力して行っていた」とした人に『男性の保護者が家事を行っていたことについてどう思っていたか』をたずねたところ、全体では「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が37.1%、「家事をすることはあたりまえのことと思っていた」が32.4%でともに高く、次いで「家にいる時間が多くて良いと思っていた」は15.0%、「男性が家事をすることに違和感を覚えていた」は1.4%であった。
男女別にみると、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」と回答したのは、男子では４割（42.4%）に達しており、女子（32.7%）と比較して9.7ポイント上回っている。一方、女子では「家にいる時間が多くて良いと思っていた」が２割（20.4%）となっており、男子（9.1%）と比べて11.3ポイント上回っているのが特徴的である。
　(2) 女性の保護者が職業を持っていたことの受け止め方

 [小学生のころ、女性の保護者が「１働いていた」と回答された方におたずねします。]

問16　あなたは、小学生のころ、女性の保護者が職業を持っていたことについてどう思っていましたか。（あてはまるものすべてに○印）
図2-35　女性の保護者が職業を持っていたこと　　　　　　（N=727、女性n=399、男性n=325）
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小学生のころ、「女性の保護者が働いていた」と回答した人に『女性の保護者が職業を持っていたことについてどう思っていたか』をたずねたところ、全体では「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」が約４割（42.6%）で最も高く、次いで「職業を持っていることはあたりまえと思っていた」が約２割（21.1%）、「いきいきと働いている姿を見て良いと思っていた」（13.3%）、「さびしいので家にいてほしいと思っていた」(10.6%)がともに１割台であった。
男女別にみると、「仕事のあと家事をするのは大変だと思っていた」と回答したのは、男子（46.7%）が女子（39.6%）と比較して7.1ポイント、「職業を持っていることはあたりまえと思っていた」では男子（24.1%）が女子（19.0%）と比較して5.1ポイントそれぞれ上回っていた。一方、女子では「いきいきと働いている姿を見て良いと思っていた」（16.3%）が男子（9.3%）と比較して７ポイント、「さびしいので家にいてほしいと思っていた」（13.3%）が男子（7.1%）と比較して6.2ポイントそれぞれ上回っていた。
　(3) 仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人

問17　あなたは、今現在、「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」と言われて思い当たる人はいますか。（１つに○印）
図2-36　仕事も家事・育児も積極的な人の有無　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『今現在「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」と言われて思い当たる人はいるか』をたずねたところ、全体では「いる」が63.6%となり、「いない」は32.2%であった。

男女別にみると、「いる」と回答したのは、女子（67.8%）が男子（62.2%）と比較して5.6ポイント上回っていた。

[問17で「１いる」と回答された方におたずねします。]

問17-1　あなたにとって、仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人とは誰ですか。（あてはまるものすべてに○印）
図2-37　仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人　　（N=832、女性n=458、男性n=373）
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問17で「いる」と回答した人に『仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人とは誰か』をたずねたところ、全体では「女性の保護者」が56.8%と５割を超えて最も高く、次いで「男性の保護者」が約２割（19.8%）であった。また、「学校の先生」や「芸能人や著名人」など家族以外の項目を選んだ人は、それぞれで１割に満たない状況であった。
男女別にみると、「男性の保護者」と回答したのは、男子は２割台（23.8%）となり、女子（16.6%）と比較して7.2ポイント上回っているのが特徴的である。
　(4) 保護者の男女共同参画意識の状況

問18　あなたの保護者は、次の①から③のような意見についてどのように考えていると思いますか。ア　女性の保護者、イ　男性の保護者それぞれについて、①から③の意見ごとに１つ選んで番号に○印をつけてください。

ア　女性の保護者

①女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい

図2-38 女らしい振る舞い、男らしい振る舞い－女性の保護者　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『女性の保護者は､｢女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらかといえばそう思っている」が26.4%で最も高く、次いで「どちらともいえない」が22.2%、「そう思っている」が17.5%で続いた。

なお、同設問について、「そう思っている」と「どちらかといえばそう思っている」を合わせた肯定的な意識の人は、全体では４割台（43.9%）となり、「そう思っていない」と「どちらかといえばそう思っていない」を合わせた否定的な意識の人（15.7%）の３倍近くとなっている。

男女別にみても同様の傾向がうかがえたが、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は、女子（46.7%）が男子（43.0%）を3.7ポイント上回っている。また、男子の「わからない」（20.0%）は女子（10.8%）の２倍近い割合となっていることが特徴的である。

②女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ
図2-39　家事・育児の役割分担－女性の保護者　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『女性の保護者は、「女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらかといえばそう思っている」が33.8%で最も高く、次いで「そう思っている」が25.2%、「どちらともいえない」15.8%で続いた。
なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は、全体では約６割（59.0%）を占めた一方、否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）は8.1%と１割に満たなかった。
これを男女別にみると、肯定的な意識の人は、女子（61.4%）が男子（59.5%）をわずかではあるが上回り、否定的な意識の人は、男子（8.8%）が女子（7.7%）を上回った。

③夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ
図2-40　夫は外、妻は家庭－女性の保護者　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『女性の保護者は、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらともいえない」が24.8%で最も高く、次いで「そう思っていない」が19.5%となっている。「そう思っている」は8.8%、「どちらかといえばそう思っている」は15.8%であった。
男女別にみると、「そう思っていない」と回答したのは、女子（22.9%）が男子（16.3%）を6.6ポイント上回った。また「そう思っている」では、男子（12.7%）が女子（5.8%）を6.9ポイント上回った。

なお、同設問について、否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）は３割（31.9%）を超え、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）（24.6%）を上回っている。

これを男女別にみると、女子は否定的な意識の人は37.0%であり、肯定的な意識の人（22.1%）を14.9ポイント上回ったのに対し、男子は逆に、肯定的な意識の人は28.9%であり、否定的な意識の人（27.5%）を1.4ポイント上回っている。

イ　男性の保護者
①女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい
図2-41　女らしい振る舞い、男らしい振る舞い－男性の保護者　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『男性の保護者は、「女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらかといえばそう思っている」（24.1%）が最も高く、次いで「そう思っている」（21.8%）、「どちらともいえない」（19.3%）となった。
なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は４割台（45.9%）となり、否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）（10.7%）の４倍以上となっている。
男女別にみても同様の傾向がうかがえたが、肯定的な意識の人は、女子（48.3%）が男子（45.5%）を2.8ポイント上回っていた。
また、男性の保護者と女性の保護者を比較すると（49頁①参照）、否定的な意識の人では、女性の保護者（15.7%）が男性の保護者（10.7%）を5.0ポイント上回っていた。

②女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ
図2-42　家事・育児の役割分担－男性の保護者　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『男性の保護者は、「女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらかといえばそう思っている」が２割台（23.2%）で最も高く、次いで「どちらともいえない」（18.8%）、「そう思っている」（15.7%）と続いている。
なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は約４割（38.9%）で、否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）（19.0%）の約２倍となった。
男女別では、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は、男子（43.1%）が女子（36.8%）を6.3ポイント上回っており、逆に否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）では、女子（21.6%）が男子（17.0%）を4.6ポイント上回っていた。

また、男性の保護者と女性の保護者を比較すると（50頁②参照）、肯定的な意識の人は、女性の保護者（59.0%）が男性の保護者（38.9%）を20.1ポイントも大きく上回っていた。
③夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ
図2-43　夫は外、妻は家庭－男性の保護者　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『男性の保護者は、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見についてどのように考えていると思うか』をたずねたところ、全体では「どちらともいえない」が22.8%で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思っている」が19.2%、「そう思っている」（14.1%）、｢そう思っていない｣（12.1%）と続いている。
なお、同設問について、肯定的な意識の人（「そう思っている」、「どちらかといえばそう思っている」）は全体では３割台（33.3%）で、否定的な意識の人（「そう思っていない」、「どちらかといえばそう思っていない」）（22.8%）を10.5ポイント上回った。

男女別では、肯定的な意識の人では、男子（35.8%）が女子(32.3%)と比較して3.5ポイント上回り、否定的な意識の人では、女子（22.0%）が男子（18.0%）を4.0ポイント上回った。

　これを女性の保護者の結果と比較すると（51頁③参照）、女性の保護者の意識では否定的な意識の人の割合が高かったのに比べ、男性の保護者では、肯定的な意識の人の割合が高くなっていることがわかる。
６　将来について
　(1) 将来の生活設計

問19　あなたは将来の自分の生活について、どのくらい先のことを考えていますか。（１つに○印）

図2-44　将来の生活設計　　　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
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『将来の自分の生活について、どのくらい先のことを考えているか』をたずねたところ、全体では「20歳代の頃までのことは考えている」が半数近く（47.1%）で最も高く、次いで「先のことはあまり考えていない」（20.2%）、｢高校時代のことは考えている｣（18.0%）となっている。また、「一生をとおしての生き方を考えている」は4.6%であった。

男女別にみると、女子では「20歳代の頃までのことは考えている」が５割を超えて（53.6%）、男子（42.3%）を11.3ポイント上回った。

一方、「先のことはあまり考えていない」で男子は（24.3%）女子（17.5%）を6.8ポイント上回っていた。
　(2) 理想と考える働き方

問20　あなたが理想と考える働き方として近いものはどれですか。（１つに○印）
図2-45　理想と考える働き方　　　　　　　　　　　　（N=1309、女性n=676、男性n=600）
　　　　

「理想と考える働き方」をたずねたところ、全体では「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方をしたい」が約３割（32.5%）と最も高く、次いで「出世しなくてよいから、自分にあった仕事を長く続け、力を発揮したい」（26.4%）、｢家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい｣(16.4%)が続いた。

男女別にみると、女子では「家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい」（22.3%）が男子（10.7%）を11.6ポイント上回った。

一方、男子では、「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」（15.0%）が女子（5.2%）を9.8ポイント上回っていた。
＜参考＞「主として妻／どちらかというと妻」「主として夫／どちらかというと夫」





（家族との会話の状況）





＜参考＞専門分野別理由　　　　　　　　　　　　　　　　（N=972、文系n=630、理系n=342）








＜全体＞ （N=1309）





＜全体＞ （N=1309）





（将来つきたい職業の有無）


ある n=628


考えてはいるがまだわからない n=569


まだ考えたことがない n=78





＜参考＞「主として妻／どちらかというと妻」「主として夫／どちらかというと夫」





（N=2379、女性n=1318、男性n=1061）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）








（子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念すべき）


そう思う n=400


どちらかといえばそう思う n=379


どちらともいえない n=283


どちらかといえばそう思わない n=69


そう思わない n=88


わからない n=56





＜参考＞「そう思う／どちらかといえばそう思う」「そう思わない／どちらかといえばそう思わない」





＜参考＞「そう思う／どちらかといえばそう思う」「そう思わない／どちらかといえばそう思わない」





＜参考＞「そう思う／どちらかといえばそう思う」「そう思わない／どちらかといえばそう思わない」























＜男性＞ （n=600）


1309）





＜男性＞ （n=600）


76）





1309）





＜参考＞「そう思う／どちらかといえばそう思う」「そう思わない／どちらかといえばそう思わない」





＜全体＞ （N=1309）





＜女性＞ （n=676）





1309）





＜男性＞（n＝600）





＜女性＞（n＝676）





（将来つきたい職業の有無）





（進学先として考えている専門分野）


文系 n=630


理系 n=342


まだわからない n=120





＜女性＞ （n=676）


1309）
























































0.2%





0.1%





0.3%





0.2%


ぱ





＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」








0.1%


ぱ





＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」








＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」








＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」








＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」








＜参考＞「そう思っている／どちらかというとそう思っている」


「そう思っていない／どちらかというとそう思っていない」
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